
学校関係者評価

〇定期試験における基礎学力
〔知識〕の正答率６０％以上の
生徒の割合【５教科対象】

Ａ…７０％以上
Ｂ…６０％以上
Ｃ…４０％以上
Ｄ…４０％未満

教務部 Ｃ
59.6%

学年別では、60％を超えている教科が最も多いのが２年生
（４教科）で、以下３年生（３教科）、１年生（２教科）
と続いている。このことからもわかるように、１年生の学
習に課題が大きい。小学校で学習すべき基本的なことが定
着していない（九九や漢字など）ので、チャレンジタイム
を使って、基礎的な学習に取り組ませたい。

52.9% 76% Ｃ

5教科の平均は、1年生51.6％、2年生57.2％、3年生
49.8％と、3年生の課題が最も大きい。全体的に、２学期
は学習時間が減ったり、学習に対する意欲が低下する傾
向にあるため、このような結果になったと考えられる。１年
生は、現在チャレンジタイムで既習事項の復習に取り組ん
でいる。

○学校評価に係る生徒アンケー
ト〔７月・１２月〕の項目「授
業で友達の意見をしっかり聞
き、自分の考えに生かしてい
る」と答える生徒の割合

Ａ…８０％以上
Ｂ…６０％以上
Ｃ…４０％以上
Ｄ…４０％未満

教務部 Ｂ
69.4%

昨年度、「授業で友達の意見を聞いたり自分の意見を言う
ことができる。」としていたが、今年度は「自分の考えに
生かす」という文言を加えたため、昨年度後期に比べ10ポ
イント減となっている。これからは、他者の意見と自分の
意見の相違点を見出し、新たな考えを形成する力が求めら
れるため、授業でどのような活動を仕組んだらよいかとい
う研修を行っていきたい。

92.3% 115% Ａ

校内研修等でいろいろな先生方の授業提案を参
観することで、グループで協力して解決する課題
設定のヒントを得る機会となった。多くの教員が取り
組んだこともあり、前回よりも大幅にアップした。

○学校評価に係る生徒アンケー
ト〔７月・１２月〕の項目「課
題の解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいる」
と答える生徒の割合

Ａ…８５％以上
Ｂ…６０％以上
Ｃ…４０％以上
Ｄ…４０％未満

教務部 Ｂ
80.2%

総合的な学習の時間において、各学年で課題解決型の授業
を展開しているため、このような結果になったと考えられ
るが、すべての授業においてこの結果が当てはまるとは限
らない。総合的な学習の時間に意欲的にやっていること
を、普段の授業の中でも生かせるよう、研究授業等の中
で、上記の項目と合わせて学校全体として考えていく。

85.5% 101% Ａ

各学年、自分の立てた課題の解決（主に地域学
習）に向けて活動することで、意欲的に授業に参加
できていたように思う。授業においての意欲が、授
業以外の場面でも地域に向けられるような単元をこ
れからも仕組んでいきたい。

○学校評価に係る生徒アンケー
ト〔７月・１２月〕の項目「授
業以外の時間を使って自分から
進んで学習した時間」１時間以
上と答える生徒の割合

Ａ…７０％以上
Ｂ…６０％以上
Ｃ…４０％以上
Ｄ…４０％未満

教務部 Ｂ
66.1%

これまで60％を超えたことがなかったが、今年度は60％を
大きく上回っている。毎トレノートを家庭で行うというこ
とを徹底したことも大きく影響していると考えられる。し
かし、「提出するためだけのノート」となっている生徒も
一部いるので、「自分に必要な学習を行うノート」となる
よう、委員会等を活用しながら、内容を充実させる取組を
行いたい。

58.1% 83% Ｃ

１年生58.3％、２年生40.0％で、いずれも12～3ポ
イント減。２年生の学習時間の課題が大きい。定着
度診断問題では２年生の平均が最もよいので、学
力の定着に大きく影響していないと考えられるが、
もうすぐ３年生になるので、毎トレノート以外の家庭
学習の取組も考えなければいけない。

○学校評価に係る生徒アンケー
ト〔７月・１２月実施〕項目
「自分には、よいところがあ
る」の肯定的評価の割合

Ａ…８０％以上
Ｂ…６０％以上
Ｃ…４０％以上
Ｄ…４０％未満

生徒
指導部

Ｂ
77.7％

１年生62.5％、２年生90.5％（経年比13.8↑）、３年生
76.6％（経年比6.7％↓）全体77.7％（前年比4.3％
↓）。
学年行事や学校行事、生徒会行事の頑張りをタイム
リーに評価する。

80.3% 100% Ａ

１年生75.0％（前期比12.5％↑）、２年生80.0％（前期比
10.5％↓）、３年生83.3％（前期比6.7％↑）。１・３年生は
前期よりも肯定的回答が増えた。２年生は前期より下がっ
たが、80％以上は肯定的回答をしている。一人一人に責
任感を持たせる活動をしていく。

○学校評価に係る生徒アンケー
ト〔７月・１２月実施〕項目
「自分のやったことで人から喜
んでもらったことがある」の肯
定的評価の割合

Ａ…８０％以上
Ｂ…６０％以上
Ｃ…４０％以上
Ｄ…４０％未満

生徒
指導部

Ａ
90.1％

１年生87.5％、２年生85.7％（経年比2％↑）、３年生95.7％（経
年比5.2％↑）、全体90.1％（前年比0.1％↓）
学校生活の中で互いに『ありがとうカード』を送り合う活動や、生
徒の思いを載せた通信等の発行により、生徒間の人間関係が
良く、自己有用感が高いことがわかった。この活動を続けてい
く。

88.0% 110% Ａ

１年生79.2％（前期比8.3％↓）、２年生88.9％（前期比
3.2％↑）、３年生91.7％（前期比4.1％↑）前期より肯定的
回答が下がったが、それでも88％の生徒は肯定的回答を
している。学校行事や生徒会活動だけでなく、日々の学
級活動も生徒の意欲を搔き立てるように工夫していく。

○学校評価に係る生徒アンケー
ト〔７月・１２月実施〕項目
「みそあじを実行している」の
肯定的評価の割合

Ａ…８０％以上
Ｂ…６０％以上
Ｃ…４０％以上
Ｄ…４０％未満

生徒
指導部

Ａ
88.5％

身だしなみを整えている９８％、掃除を頑張っている８
２％、あいさつを頑張っている８２％、時間を守って生
活している９２％。「みそあじ」を意識して生活している
と回答する生徒が多い。しかし、教員から見ると、生徒
の自己評価が高いと感じる項目もある。生徒会を中心
に「みそあじ」の各視点を明確にして、進化させる。

90.3% 112% Ａ

身だしなみを整えている91％、掃除を頑張っている91％、
あいさつを頑張っている88％、時間を守って生活している
91％。「みそあじ」を意識して生活していると回答する生徒
が多い。特に、あいさつができていると回答した生徒が増
えた。『地域の人にも元気よく挨拶しているから』『自分から
進んであいさつできているから』と回答している。

○不登校生徒数を３０％減少さ
せる。
〔令和６年度１９人
　　　⇒　１３人以下に〕

Ａ…１３人以下
Ｂ…１４人以下
Ｃ…１５人以下
Ｄ…１６人以上

生徒
指導部

Ａ
７人

不登校生徒数、１年生１名、２年生１名、３年生５名
長期欠席生徒、２年生１名（起立性調節障害）
欠席２０日～２９日生徒、１年生０人、２年生２人、３年生２人
欠席１０日～１９日生徒、１年生０人、２年生１人、３年生６人
３年生に不登校傾向の生徒が多いが、入試を意識して、２年時
より頑張ろうとしている姿が見られる。

15人 ― Ｃ

不登校生徒（欠席日数が３０日を超える）数、１年生２名、２
年生３名、３年生１０名
不登校には様々な要因が絡み合っている。担任が家庭訪
問や電話連絡を行い、学校との関係を保つように取り組ん
でいる。SSWや子ども相談室、廿日市市子育て応援室な
どと連携を図って情報共有を行っている。

○学校評価に係る生徒アンケー
ト項目〔７月・２月実施〕「佐
伯中学校の学校生活に満足して
いる」に対する肯定的回答の割
合

Ａ…８０％以上
Ｂ…７０％以上
Ｃ…６０％以上
Ｄ…６０％未満

教頭 Ａ
91.7%

1年93.8%、2年88.1%、3年93.6%。学校生活での
悩みに対して寄り添いながら、自分の力で解決
していけるよう支援を継続していく。

88.0 % 110% Ａ

肯定的回答は2年88.9%、3年93.8%と堅調だが、1年
は75%（18.8%減）と急落した。否定的な回答ほど理
由の記述がないため、潜在的な不満や悩みが見え
にくい。積極的な声掛けや対話を通じ、生徒が思
いを出しやすい関係構築を徹底する。

○学校評価に係る保護者アン
ケート項目〔７月・２月実施〕
「佐伯中学校の教育活動に満足
している」に対する肯定的回答
の割合

Ａ…８０％以上
Ｂ…７０％以上
Ｃ…６０％以上
Ｄ…６０％未満

教頭 Ａ
89.9%

肯定的な意見として、「少人数でも生徒が楽しく取り組
めるよう行事を工夫している」「講師を招いての講演で
良い刺激を受けている」などがある。一方否定的なも
のとして校則や生徒指導の対応への意見が見られた。

94.1 % 118% Ａ

通信等を活用した積極的な情報発信と、日頃の緊
密な連携を継続する。あわせて、生徒指導事案の
発生時には、迅速かつ誠実な保護者対応を徹底
し、組織的な解決を図る。

〇時間外勤務時間が月平均４５
時間を超える教職員を０人す
る。

Ａ…０人
Ｂ…１～６人
Ｃ…７～９人
Ｄ…１０人以上

教頭 Ｃ
7人

4月11名、5月9名、6月8名、7月8名、8月０名。
教員2名減により、昨年度よりも授業の持ち時間
数や役割が増えている。研修で出された業務改
善のアイディアを実現していく。

5人 ― Ｂ

9月5名、10月6名、11月3名、12月1名、1月2名。授
業・教材研究・進路・行事・部活動等の業務が重積
し、校内調整のみでは業務過多の解消に至ってい
ない。教職員の負担軽減に向けた抜本的な見直し
が継続的な課題である。

令和７年度　学校評価自己評価表:計画表　　廿日市市立佐伯中学校

１　校訓　「自律」

２　学校教育目標　「夢や目標に挑戦し、自己実現を図る生徒の育成」

３　学校経営目標　知・徳・体の基礎・基本を土台に、夢や目標に挑戦し、自己実現を図る生徒を育成することで、地域から信頼される学校づくりを推進する。

４　学校経営方針　（１）「生きる力」を育む佐伯中（２）誰一人取り残さない佐伯中（３）社会に開かれた佐伯中（４）信頼される佐伯中

５　経営目標・評価項目・評価・達成状況　（◎は重点目標）

【

知
】

確
か
な
学
力
定
着
の
推
進

◎基礎・基本の
確実な定着

○【令和７年度研究主題】
「主体的に学び続ける生徒の
育成～基礎学力の定着と振り
返りの充実を通して～」に基
づき、次のことに重点的に取
り組む。
・授業の中における学び合い
を促進させる指導法の工夫改
善〔ＩＣＴ機器
（chromebook）の活用〕
・家庭学習の習慣化を図る取
組の工夫
〔さいきっ子カード〕
〔毎日トレノート等の活用〕

家庭学習の充実
《小中連携による共通
目標》

　　　　　　評価計画 自己評価

中期経
営目標

短期経営目標 目標達成のための方策 評価項目・指標

時間外勤務の削減
《市教委の重点施策に
基づく重点目標》

最終
２月

達成
度

評価
５段階

結果・課題の分析・改善方法 コメント目標値 担当
中間
８月

進捗状況分析・今後の取組
（８月）

・中学校における
学力定着には家
庭学習の習慣化が
不可欠である。小
学校とも緊密に連
携し、学習意欲を
向上させるととも
に、家庭学習へと
円滑につなげるた
めの実効性のある
取組を推進された
い。

・多様な考え方や
生き方に触れる機
会が豊富に提供さ
れており、生徒が
自己を客観視し、
将来を展望する良
い刺激となってい
る。今後も、保護者
の意識変容を促す
働きかけを含め、
学校・家庭が一体
となった意欲付け
を期待する。

・不登校傾向にあ
る生徒への対応は
喫緊の課題であ
る。在学中の解消
に向けた努力はも
とより、進路未決定
のまま卒業した生
徒に対しても、地
域と連携した継続
的な支援体制を構
築し、再チャレンジ
を支える環境づくり
が必要である。

・学校の素晴らし
い取組が地域に十
分浸透していない
現状がある。地域
学校協議会（地域
学校協働本部）の
在り方を再考し、
情報発信を強化す
ることで、学校と地
域の距離を一層縮
める一助となりた
い。

【

徳
】

豊
か
な
心
の

　
　
　
育
成

自他のよさを認め合う
「自己肯定感」
「自己有用感」の育成

《市教委の重点施策に
基づく重点目標》
《小中連携による共通
目標》

○生徒指導の充実を図るた
め、次のことに重点的に取り
組む。

・年２回のアセスの実施と分
析、学級経営への反映
・学校行事や生徒会活動等を
中心に、「達成感・成就感を
味わうことができる活動」の
場の設定と充実
・生徒会活動の充実
（みそあじの進化・発展）
・感謝と貢献する気持ちの醸
成と実行

【

体
】

健
や
か
な
体
の

育
成

不登校生徒の減少
《市教委の重点施策に
基づく重点目標》

保
護
者
・
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り

生徒の学校満足度の向
上

○自己肯定感・自己有用感の
高揚
○提出物の提出や配布物の受
け渡しの徹底
○「みそあじ」の徹底
○学校行事や生徒会活動の活
性化
○教室の環境整備
〇迅速で丁寧な保護者連携
○働き方改革（時間外勤務の
削減）

保護者の学校満足度の
向上


